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2006 年 11 月 15 日 千島列島東方の地震 以降の地震活動 

上図全領域内の地震活動経過図、回数積算図  

震央分布図（USGS 震源、2006 年９月以降、M≧4.0） 

○：2006 年９月１日～ 

2006年 11月 15日の地震発生直前

○：2006 年 11 月 15 日の地震以降～ 

2007 年１月 13 日の地震発生直前

○：2007 年１月 13 日の地震以降 

北西側領域内の地震活動経過図、回数積算図 南東側領域内の地震活動経過図、回数積算図 

上図全領域内の地震活動経過図、回数積算図  

 2006 年 11 月 15 日に Ms7.8 の地震が発生した後、地震活動は Ms7.8 の地震の発生した西側のクラ

スタ（領域Ｗ）と、海溝軸直下の東側のクラスタ（領域Ｅ）に分かれて発生した。それらの活動が

収まってきた中で、2007 年１月 13 日に Ms8.2 の地震が東側のクラスタ内で発生した。Ms8.2 の地

震の後の地震活動は、主として東側のクラスタ内で発生している。（マグニチュードは USGS による）


